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魯迅と留学生を中心に

2024年11月15日 附属天王寺小学校文化講演会
1

・1972年 静岡県藤枝市生まれ

・小学校高学年
歴史と文学を愛する少年
田んぼで土器を掘って過ごす

・仙台で大学時代を送る

・大学院では少数民族地帯に
生まれた作家を研究

・2024年はゼミ生19人中18人が留学生 2

息子に誘われて仙台旅行
図らずも父の人生を辿る旅に

3 東北大学正門 魯迅先生像 4
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 1881 紹興で生まれる。本名周樹人
 1885 弟・周作人生まれる

 1889 弟・周建人生まれる。祖父・周福清が科挙不正事件で入獄

 1898 南京・江南水師学堂に入学、翌年南京・鉱務鉄路学堂に入学

 1902 日本留学開始（～1909）
 1904 仙台医学専門学校に入学

 1909 周作人と『域外小説集』を刊行、8月帰国

 1912 北京の教育部に勤務

 1918 「狂人日記」発表

 1921 「故郷」「阿Ｑ正伝」発表

 1922 翻訳『労働者シェヴィリョフ』（アルツィバーシェフ）刊行

 1923 翻訳『現代日本小説集』『吶喊』刊行

 1924 『野草』執筆開始

 1926 『彷徨』刊行、北伐戦争開始、白色テロを避けて厦門へ脱出

 1927 1月、広州に移転、中山大学教授。4月、四・一二クーデ
ター 7月、講演「魏晋の風土および文章と、薬および酒の関係」
『野草』刊行 10月、許広平と上海へ

 1936 死去 5 6

7

合計非正規生正規生国 名

1755170中 国

1275台 湾

663630その他

25348205合計
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前半
魯迅の思想と明治の日本

後半
周作人と武者小路実篤

9
東北大学本部に今も残る仙台医専時代の教室

10

11

仙台時代の魯迅について、関係
者の生存中に聞き取り調査を
行った成果
魯迅研究の基礎資料

2000年頃まで、仙台市片平丁に
魯迅の下宿も現存していた

12
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

ちょうど日露戦争の最
中

あるとき私は、思いがけずスライドでたくさんの
中国人と絶えて久しい面会をした

とり囲んでいるのは、その見せしめの祭典を
見に来た連中であった

14

15

1871 文部省設立

1872 学制発布

1886 学校令 小学校・中学校・

帝国大学を基本とし、

別系統の師範学校と並立

→学校制度の骨格が完成

義務教育の実現・「国民皆学」

日清戦争の敗北（1894～95）で、
「近代学校教育のめざましい発展こそ
が、日本の急速な国家発展の基礎と
なっている」との認識が生まれる

→ 1902 「欽定学堂章程」発布

以後清末の10年間にわたり、

小学堂～大学堂 各段階の学堂（近代
学校）が全国規模で作られる

→ 1905 科挙廃止

日本の教育制度・目的・内容・方法な
ど、すべての面において模倣される

日本 中国

阿部洋『中国の近代教育と明治日本』2002より
16
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清末における日本書籍・各科教科書類の訳出状況：中国で翻訳された日本語書籍は512冊を数え、

内容では哲学・宗教24、言語・文学39、教育81、歴史・地理100、社会科学（経済・財政・政治・

法律など）198、自然科学74。圧倒的多数は1900年以後、とくに1905年以後の出版

17 18

矢野文雄（1850～1931）『経国美談』『浮城物語』の作者

「清国政府若シ学生ヲ日本ニ派遣スルニ意アラバ、日本政府ハ之ガ
為メニ費用ヲ給シテ多数ノ学生ヲ引受ケ教育セント欲ス」

→ 日本政府が中国人留学生の教育を引き受け、経費も負担する

→ 1896年に最初の留学生が来日

1899年→約200人
科挙廃止の1905年→8000人
1906年→10000人超

駐華公使 矢野文雄（竜渓）の提案

爆発的増加
19

『早稲田学報』 第141号、1906

急増する清国人留学生に対応するため、
日本側では私設の留学生向けの学校や
私立大学での留学生部門の創設が相次ぐ

20
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 9月科挙制度の廃止

 9月早稲田大学清国留学生部開設

 11月「清国人ヲ入学セシムル公私立学校ニ関スル規程」公布

 2月清国政府「選送遊学限制弁法」公布

 9月清国留学生部の予科・本科廃止。 新たに普通科・優級師範科を発足

 7月アメリカ留学の予備校として北京に清華学堂 (現清華大学) を開設

 7月清国留学生部閉部

わずか10年あまりのブームの間に魯迅らが留学22

日本の留学生教育は、6ヶ月から1年の速成教育が中心

→批判と受け止め早稲田では予科1年、本科2年の3年制に移行

質の低下を憂慮した清国政府は「選送遊学限制弁法」を発布

留学に資格制限を設け、速成留学生の派遣中止を決定

→だが実際には、新思潮に触れ、清朝打倒や共和制実現などの

革命思想を抱く者が増加したことへの警戒。孫文が東京で結成
した中国革命同盟会には多くの学生が参加、また法政の宋教仁
のように亡命目的で留学した者も

23

（主なもの）1ヶ月の予算表

11円間代（まかないつき）

3円来客の食事

50銭たばこ

20銭巻紙

20銭理髪代

40銭洗濯代

60銭風呂代

3円30銭学費

2円本・紙・筆墨

2円衣服・履き物

5円医薬費

30銭電車賃

35銭新聞

毎月28円10銭合計

1円=現在の2万円と換算すると、約56万円

公費留学生・黄尊三の1908年の家計簿
公費留学生には毎月33円（66万円）が支給されていた

留学生は
裕福だった

24
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東京都立中央図書館所蔵

不肖生（向愷然、1889-1957）『留東外史』
上海：民権出版社
正集（第1集～第5集）と
続集（第6集～第10集）からなる全10冊
第1集の刊行は1916年で、1922年まで書き継
がれた

留東の「東」とは日本のこと
日本留学中の羽振りのよい中国人留学生が
金に飽かして豪遊した様子を記述する
中国では発禁処分に

25

早稲田の清国留学生部を卒業して
帰国した留学生らは、自国の教
育・政治・ 研究の各方面で活躍し
た。

その後の進路が判明している約
120人のうち、8割以上が教育分野

に、次いで多いのは政治家で、そ
の次が革命家となっている。

26

 1881 紹興で生まれる。本名周樹人
 1885 弟・周作人生まれる

 1889 弟・周建人生まれる。祖父・周福清が科挙不正事件で入獄

 1898 南京・江南水師学堂に入学、翌年南京・鉱務鉄路学堂に入学

 1902 日本留学開始（～1909）
 1904 仙台医学専門学校に入学

 1909 周作人と『域外小説集』を刊行、8月帰国

 1912 北京の教育部に勤務

 1918 「狂人日記」発表

 1921 「故郷」「阿Ｑ正伝」発表

 1922 翻訳『労働者シェヴィリョフ』（アルツィバーシェフ）刊行

 1923 翻訳『現代日本小説集』『吶喊』刊行

 1924 『野草』執筆開始

 1926 『彷徨』刊行、北伐戦争開始、白色テロを避けて厦門へ脱出

 1927 1月、広州に移転、中山大学教授。4月、四・一二クーデター
7月、講演「魏晋の風土および文章と、薬および酒の関係」

『野草』刊行 10月、許広平と上海へ

 1936 死去 27 28
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29 30

31

◆「故郷」
『新青年』第9巻1号、1921.5

「故郷」を収録した魯迅の第一小説集『吶喊』（1923.8）は10万部に迫る売れ行き

◆中学校国語教科書（2024発行）

―魯迅「故郷」を収録するもの―
① 学校図書『中学校国語３』 「５ 世代を超えて」（？）

② 教育出版『伝え合う言葉 中学国語３』 「第１部 基本」の中の「読む」

③ 三省堂『現代の国語３』

④ 東京書籍『新しい国語３』 「６ 自分の感想を深めよう」

⑤ 光村図書出版『国語３』 「３ 状況に生きる」

→1953年教育出版が採用した後も増え続け、日中国交回復の1972年から
は大手五社のすべての教科書に魯迅「故郷」（竹内好訳）が収録される 32
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『吶喊』「自序」1923




→「鉄の部屋」の故事を経て、寂寞を希望に転じる
33

「さらし刑」1925 第二小説集『彷徨』所収 藤井2002による要約

→精神が麻痺して物見高い習性ばかりが残った民衆の生態を、

新感覚派を思わせる手法で描き出しており

「『吶喊』自序」で語られた幻灯事件の影を彷彿させる作品 34

35 36
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（藤井2002による要約）

「復讐」の成立に際し大きな影響を与えた作品に

アルツィバーシェフ『労働者シェヴィリョフ』1909

→絶体絶命のシェヴィリョフが見る幻覚

――この全世界に対峙する恐ろしい二つの姿
37

→性的魅力に満ちた全裸の男女の結合のモチーフ

～復讐のモチーフは日本経由～

38

39
『魯迅日記』

40
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41 42

「希望」（『野草』）

①もう何も信じられない（寂寞）

②当然、希望も信じられない（希望は虚妄だ）

③ということは、絶望も信じられない（絶望は虚妄だ）

④だったら、希望を信じてみよう（論理の反転）

「故郷」

43

 1885 浙江省紹興生まれ

 1906夏から秋 日本留学 本郷湯島二丁目 伏見館に下宿

 1908 立教大学で古代ギリシャ語を学ぶ

 1909年3月 羽太信子と結婚

 1911 妻を連れて中国に帰国 紹興で英語教員

 1917年9月 北京大学教授に就任 『新青年』に論文を掲載

 1920 文学研究会の設立準備に関与 1921上海『小説月報』商務印書館

 1924 『語絲』創刊、日本文化に関する随筆、散文を多数掲載

 1931 『生活と芸術』

 1932 『中国新文学の源流』 数多くの日本の文化人と交流

 1940～ 教育総署督弁に就任、南京国民政府（汪兆銘政権）の華北政務委員会委員

 1945年12月 漢奸（民族の裏切り者）として逮捕 投獄（～1949年1月）

 1949年8月 北京へ戻る（～1967年5月 北京八道湾の自宅で死去 享年82歳）

44
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45

 2015 年 3 月、顧偉良（弘前学院大学）が周作人宛日本語書簡が周家に現存するこ

とを公表、日本の学術界に驚きが走る

顧偉良「日本の各界人士による周作人あての書簡人名リスト（360 名）」

（https://www.hirogaku-u.ac.jp/pdf/list2.pdf）に書簡の差出人が整理

顧氏のリストをさらに整理・補充するプロジェクト（科研費国際共同研究強化

（B）：研究分担者・中野知洋） 2019 年 3 月に最初の現地調査開始

 1000 名を超える差出人からの約 2500 点の書簡および名刺を採録、

簡易目録を作成中、今年度末に刊行予定

周作人と交流のあった日本人はほぼ網羅

今後の周作人研究の深化に貢献
46

俳句誌から文芸誌に変貌
漱石『吾輩は猫である』(明治38年)、 坂本四
方太『夢の如し』（明治40年）などを掲載

明治39年『ホトトギス』

石川啄木を発行名義人とし、森鷗外を指導者
に仰ぐ

明治42年『スバル』

永井荷風を教授に迎え、『早稲田文学』 に対
抗

明治43年『三田文学』

小山内薫、谷崎潤一郎、 木村荘太ら耽美主義
的傾向

明治43年『新思潮』第2期

武者小路実篤、有島武郎、志賀直哉など
理想主義を志向し、武者小路は夏目漱石に親
近感を表明

明治43年『白樺』

1910年を中心とする新たな文学流派の台頭 (『新潮日本文学辞典増補改訂版』による)

小川利康『叛徒と隠士 周作人の一九二〇年代』2019から引用

47







48
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周作人「武者先生と私」1944.9
49

大正7年（1918）9月15日 実篤夫妻の壮行会

「白樺」同人や会員が参加

→周作人10月25日の日記に

「新ラシキ村社へ金一円二十銭を郵送」

周作人「日本の新しき村」（『新青年』第6巻第3号、1919）

50

1919年夏、東京に帰省中の妻子を迎えに来た周作人は、
わざわざ宮崎の日向に立ち寄り、新しき村を訪問

「日本新村探訪記」（『新潮』第2巻第1号）

51

 「日本新村訪問記」（ 『新潮』 第二巻第一号、1919年10月）

 「新しき村の精神」（天津学術講演会における講演、1919年11月）

 「新しき村運動の解説―胡適先生の演説に答えて」（『晨報』1920年1月24日）

 「工学主義と新しき村に関する討論」（『工学』第一巻第五号、1920年3月）

 「新しき村の理想と現実」（北京社会実進会における講演、1920年6月）

 「新しき村の討論」（『批評』第五号、1920年12月）

 新しき村の理想：「互助」と「独立」、「協力」と「自由」の調和のとれた
「人間らしい生活」

 周作人の文明論：「霊肉一致」、「新しい節制」と「新しい自由」との調和

 これらを血を流さずに社会を改良するヒントを周に与えた

新しき村視察、帰国後、自宅に「北京支部」設立
新聞、雑誌、各地で講演して宣伝

52
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 周は「新しき村」で新思想家の地位をかためる。中国各地の有志青年の尊敬を集める存在に。

 全国から周作人を訪ねてくる人はあとをたたず、中国各地から北京の八道湾にある周作人と
魯迅の自宅に手紙が届けられる。

 訪問客の中に、当時まだ無名の毛沢東がいた。周作人の1920年4月7日の日記に毛沢東の
名前が見える。

 周作人の新しき村紹介を読んだ毛沢東は、自分も新しき村の建設計画書を作り、その中の一
章を『湖南教育』（1919.12）に発表した。

 「ロシアの青年は社会主義を広げるために、農村へ行って、農民と雑居する（文化大革命
1966～76→下放）。日本の青年は新しき村が、アメリカ及びその植民地のフィリピンでは
「工読主義」が流行る。それらをまねて、わが国の留学生たちは最近「新村主義」を盛んに
唱える。アメリカでは「工読会」を組織し、フランスでは「勤工倹学会」を作る。」

 毛沢東の構想は、学校、家庭、社会を一体とする「新村」を建設。その新村の中の施設とし
て「公共育児院、公共蒙養院、公共学校、公共図書館、公共銀行、公共農場、公共工場、公
共消費社、公共劇場、公園、博物館、自治会」を作る。

→当時の毛沢東の空想主義
53

社会主義の思潮の世界的な流行の中で、大きな反響を呼ぶ

王光祈 少年中国学会 工読互助団 1919年7月

新村式グループ作りを提唱

グループの拠点を都市の郊外に設け、野菜畑を経営する。毎日労働2時間、
読書3時間、翻訳3時間。 野菜を栽培

→物質的需要を解決し、読書により精神生活の欲求を満たす

陳独秀・蔡元培・李大釗・胡適・周作人・王光祈・高一涵、羅家倫、

顧兆熊ら「工讀互助団募款啓事」（『新青年』第七巻第二号、1920年1月）

 各界に寄付金を募って、

「新しき村」をモデルにした「工読互助団」を正式に発足

たちまち全国に広がり、武昌、南京、天津、上海、湖南、浙江など 54

→数ヶ月後に解散するものの、

李大釗、毛沢東、張聞天、鄧中夏、惲代英、高君守、趙世炎など、

中国共産党の早期メンバー、幹部の多くが新しき村運動に関心を寄せる

そんな中、毛沢東は1920年4月20日に北京八道湾の周宅を訪問

若き日の共産主義者たちが新しき村運動―中国の伝統的な桃源郷、大同社会との共
通性を見いだす―に共感を示したことは、中国におけるマルクス主義需要以前の思
想状況を知る上で重要

北京西直門外・八道湾の魯迅と周作人の邸宅 55 56
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新しき村はまだあった！
http://www.atarashiki-mura.or.jp/

57

58


